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リン酸の定植前重点施用のセル苗キャベツヘの適用
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1 は じ め に

これまで著者らは, キャベツのポット苗について,

定植前に一定量のリン酸塩水溶液を与えることで,総リ

ン酸施用量を,慣行施肥の 20%にまで削減しても,慣

行並の収量を得られることを明らかにしてきた
D。

今後の実用化に際しては,作業の機械化に対応するた

め,セル育苗苗でも本施肥法が有効であることを実証す

る必要がある。本研究では,72穴セルを用いたときの,

適正な処理濃度,固場への施肥量などを明らかにするこ

とを目的とした。

2試 験 方 法

(1)春播き夏どり栽培

1)試験時期 播種 :211111年 5月 14日 ,

リン酸処理,定植 :6月 13日 ,収穫 :8月 14日

2)供試品種 南宝

3)試験場所 東北農業研究ヤンター福島キャンパ

ス回場 (淡色黒ぼく土畑)

4)試験区の構成

試験区の構成の詳細は表 1に示した。

a定植前リン酸処理濃度 :0.5,10,150/OP

b圃場へのリン酸施用量 :慣行施肥の lQ 20,30%

c育苗培土の違い :粒状成形培土,

バーク+パーミキュライ ト培土

d圃場へのリン酸施用の際の堆肥との混和の有無

e尿素水溶液 (50/ON)の同時施用の有無

リン酸処理は,Ю制に鷹 LIIP04‐ 3:1水溶液を定植

直前に掛け流した。圃場への施用リン酸は,全て過リン

酸石灰を用い,全面全層施用とした。栽植密度は,60cm

×40cIIlと した。

(2)夏播き秋どり栽培

試験 (1)で処理 P濃度は,05%,圃場へのリン酸施用

量は,慣行の 300/cが 適切であるとの結果が得られたの

で,圃場へのリン酸施用の際の施肥位置, リン酸資材を

変えることで,さ らに肥効が高められるかを検討した。

1)試験時期 播種 :2∞ 1年 8月 1日 ,

リン酸処理,定値 :8月 31日 ,収穫 H月 14日

2)供試品種 秋蒔極早生 2号

3)試験場所 試験 (1)に同じ

4)試験区の構成

試験区の構成の詳X4nは表 2に示した。

■施肥位置 :全面全層,溝,植え穴

bリ ン酸資材 :過 リン酸石灰,重焼りん,ロ ング 70,

グリーンマップⅡ (M8NH4P04・ ILOIMP04・ ILO)

o定植前リン酸処理濃度 :025,05%P

d圃場へのリン酸施用量 :慣行施肥の 20,300/o

e育苗培土の違い :粒状成形培土,

バーク+バーミキュライ ト培土

リン酸処理,栽植密度は,試験 (1)と 同様とした。

3 試験結果及び考察

春播き夏どり栽培の結球重を図 1に ,夏播き秋どり栽

培の結球重を図 2に示した。

(1)処理リン酸濃度

卜 10%以上では定植直後に障害が顕著に発生したた

め (図 1)、 初期生育が抑制され,結果として収量も十

分に得られなかつた。また Pa125%では, リン酸処理に

よる初期生育の促進効果が十分発揮されず,やはり収量

が上がらなかつた (図 2)。

これらの結果から,処理リン酸濃度は、PH15%が適

正濃度であると考えられた。
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(2)園場へのリン酸施肥量

慣行の 20%以 下では十分な収量が得られなかつたた

め、慣行の 30%は圃場にリンを補ってやる必要がある

(図 1)。 結果として,72穴セルを用いた場合,定植前

重点施用により,総 リン酸施用量は,処理リン酸と併せ

て慣行の約 400/0にまで肖1減できた。

〈3)圃場へのリン酸の施肥位置

全面全層に比べて畝下や植え穴施肥で若千肥効が高か

つた (図 2)。 また,堆肥との混和によつても,肥効が

やや高まった。

(4)圃場へ施用するリン酸資材

緩効性肥料では十分な収量が得られなかつた (図 2)。

また、く溶性リン酸資材のグリーンマップ Ⅱでも収量

が若干低くなる傾向があり、リン酸資材としては、定植

後速やかに作物が吸収利用できる形態のものが望ましい

と考えられた。

(5)育苗培土

バーミキュライ トとバークを母材とした育苗土では、

粒状成形培土に比べて濃度障害が発生しやすかったた

め,収量が低下した (図 1,2)。

表1 春播き夏どり栽培の試験区設定
処理リ  リン酸   その他
ン酸濃度 施肥量

(6)窒素資材との併用の可能性

尿素処理によって、濃度障害の発生がより顕著になり

(図 1)、 初期生育が141制 されたため、収量も十分に得

られなかつた。

4ま

これらの結果から,キャベツセル苗でリン酸の定植前

重点施用を行 うときは,育苗土には粒状成形培土を用い ,

Pal.5%の リン酸カ リウム水溶液で定植前施用を行い ,

水溶性 リン酸割合の高い肥料で,慣行施肥の 30%程度

を施用した圃場に定植することが,最適と考えられた。
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図1 処理リン酸濃度と圃場へのリン酸施肥量を変えたときのキャベツ結球重
処理区の略号は,表 1を参照

め

C100(慣行)  0%  18(100)
05●/IP 10・/.   05%  18(101
05●/●P2J/.   05%  36(20)
05●/●P30%   05%  54(30)
10●/●PA10●/●   100/●  18(10)
10●/●P201/●    10%  36120)
10●/●P・30●/●    10●/.  5400)
15●/r2%   15・/0  36120)
05●/●P10●/.M  05●/.  18(101 軸 と濠和
05●/P21P/● M  05●/●  36(201 堆肥と洒閉m
05●/●P30●/●M 05・/●  54(301堆肥と混詢
05●/●
pu   l1 5% 36(20105ツN尿茉処理

10●/●PU   10●/●  36(20105●/cN尿素処理
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施llE量 資材

C100(慣ω  18(1∞)   過石   全面倒害
HP20 H  36 00    過石    植え穴
HP311 H  5 4 1301   過石    植え穴
HP30・W  541301    過石    全面倒唇
HP300  5 4 130)   過石     溝
HP30 DM S4 00)   過石     溝
0251/・‐HP30 54 130)   過石   全面全層
L20■    36120)  ロング70   植え穴
L30■    54130)  ロング70   植え穴
L300   5400)  ロング70    湾
MP30項   54130)  重焼りん   植え穴
0い0■   546の  グリーンマッ/n 植え穴
処理リン酸濃度は,0あ・/.・HP30区のみ
卜●25%,そ の他は全て P‐o5%
HP30 DM区は,堆肥と混和
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図2 処理 リン酸濃度,圃場へのリン酸施肥量, リン酸資材,施 IIB位置を
変えたときのキャベツ結球重

処理区の略号は,表 2を参照
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